
日
本
文
化
学
講
義
（
ウ
ェ
ブ
公
開
用
資
料
）

「
モ
デ
ル
小
説
」
か
ら
み
る

プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
近
代

日
比

嘉
高　

第

回

　
島
崎
藤
村
、
写
実
小
説
の
ジ
レ
ン
マ

４
　
藤
村
伝
説
の
背
後
を
読
む

　
　
　
『
破
戒
』
以
後
、
作
家
藤
村
の
名
は
確
立
し
、

　
　
　
彼
の

〈
伝
説
〉
も
ま
た
生
成
し
て
い
く
。

　
　
　
短
篇
「
突
貫
」
は
そ
れ
に
寄
与
し
、
ま
た
ノ
イ
ズ
を
入
れ
る
。

前
回
の
や
り
残
し
―
―
「
並
木
」

▼

モ
デ
ル
達
の
抗
議
に
よ
る
書
き
換
え
の
ポ
イ
ン
ト

　
　
初
出
『
文
芸
倶
楽
部
』
一
九
〇
七
年
六
月
　

　
『
藤
村
集
』
一
九
〇
九
年
一
二
月
）

「
省
略
や
暗
示
に
よ
る
象
徴
技
法
」
の
獲
得
（
高
橋
昌
子
『
島
崎
藤
村
　
遠
い
ま
な
ざ
し
』
和
泉
書
院
）

「
人
称
的
な
語
り
手
像
」
が
薄
ら
ぎ
、「
登
場
人
物
の
意
識
に
密
着
し
た
語
り
」
が
浮
上
。「
作
為
の
主
体
を
見
え
な

く
し
て
い
る
」
（
以
下
、
金
子
明
雄
「「
並
木
」
を
め
ぐ
る
モ
デ
ル
問
題
と
〈
物
語
〉
の
外
部
」
『
流
通
経
済
大
学
社
会
学
部
論
叢
』
一
九
九
五
年
三
月
）

「
印
象
的
な
表
現
の
具
体
的
な
意
味
を
埋
め
る
作
業
が
読
者
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
」
る
。

モ
チ
ー
フ
が
暗
示
さ
れ
「
読
者
の
側
に
主
題
探
し
の
役
割
が
課
せ
ら
れ
る
」
。

増
補
が
ほ
と
ん
ど
ま
っ
た
く
さ
れ
て
い
な
い
。
（
日
比
）

　
モ
デ
ル
問
題
を
経
て
、
藤
村
は
〈
自
ら
が
追
求
す
る
主
題
を
、
デ
ィ
テ
ー
ル
を
描
く
こ
と
な
く
実
現
す
る
〉
方
法
を

　
　
発
見
し
た
。

　
削
除
と
増
補
の
あ
り
方
か
ら
、
モ
デ
ル
の
批
判
に
大
幅
な
譲
歩
で
対
応
す
る
一
方
、
作
品
の
書
き
直
し
に
よ
る
世
界

　
　
観
の
変
更
ま
で
は
行
わ
な
い
。
譲
ら
な
い
一
線
が
あ
っ
た
。

▼

藤
村
の
姿
勢

■
引
用

■

島
崎
藤
村
「
新
片
町
よ
り
」
（
『
文
章
世
界
』
一
九
〇
九
年
四
月
、「
モ
デ
ル
」
と
解
題
し
『
新
片
町
よ
り
』
佐
久
良
書
房
、
一
九
〇
九
年
九
月
）

「
唖
峯
生
氏
の
譚
に
よ
る
と
、
私
は
寺
の
檀
徒
か
ら
、
法
の
敵
、
三
文
文
士
、
不
徳
漢
と
さ
れ
た
。
三
文
文
士
の
称
は
私
は
甘
ん
じ
て

受
け
る
。
又
、
文
学
上
の
見
解
を
異
に
す
る
と
云
ふ
点
か
ら
下
さ
れ
る
標
語
な
ら
、
私
は
法
の
敵
と
言
は
れ
て
も
、
不
徳
漢
と
呼
ば
れ

て
も
、
敢
て
厭
は
な
い
。
」

「
私
の
著
述
は
何
故
斯
う
迷
惑
が
ら
れ
る
だ
ら
う
。〔
…
〕
私
は
自
ら
尋
ね
て
、
三
つ
の
答
を
得
た
。
即
ち
、
我
技
量
の
拙
劣
な
る
が
故



で
あ
る
。
離
れ
て
物
を
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
生
活
の
一
部
を
写
す
時
、
全
体
を
写
す
こ
と
を
忘
れ
た
か
ら
で
あ

る
。
／

　
私
は
モ
デ
ル
問
題
が
、
馬
場
君
、
丸
山
君
の
ご
と
き
親
し
き
人
々
の
手
よ
り
提
供
さ
れ
た
こ
と
を
羞
ぢ
た
。
当
時
、
私
は
筆
を
折
つ

て
、
文
壇
を
退
か
こ
う
か
と
も
考
へ
た
。
け
れ
ど
も
私
は
行
け
る
処
ま
で
行
つ
て
見
る
よ
り
外
に
、
自
分
取
る
べ
き
道
は
な
い
と
思
つ

た
。
で
、
今
で
は
、
拙
劣
な
の
は
仕
方
が
な
い
が
是
も
出
来
る
だ
け
勉
め
て
見
よ
う
と
し
、
正
し
く
物
を
見
る
稽
古
も
し
よ
う
し
、
又
、

一
部
を
写
す
場
合
に
も
成
る
べ
く
全
体
を
忘
れ
な
い
や
う
に
し
て
、
余
計
な
細
叙
は
省
き
た
い
と
心
掛
け
て
居
る
。
〔
…
〕
勉
め
て
見

て
、
も
し
是
が
出
来
る
や
う
に
成
れ
た
ら
、
其
時
は
大
き
く
迷
惑
を
掛
け
る
や
う
な
こ
と
が
有
つ
て
も
、
小
さ
な
迷
惑
だ
け
は
掛
け
ず

に
済
む
。
ど
う
か
し
て
、
大
き
な
迷
惑
を
掛
け
得
ら
れ
る
と
い
ふ
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
で
見
た
い
。
」

よ
り
一
層
の
努
力
と
進
歩

「
全
体
を
忘
れ
な
い
や
う
に
し
て
、
余
計
な
細
叙
は
省
き
た
い
」

「
芸
術
」
へ
の
価
値
づ
け
に
よ
る
逃
げ
道
、
開
き
直
り

〈
藤
村
伝
説
〉
の
生
成
と
「
突
貫
」

・

〈
藤
村
伝
説
〉
の
つ
く
ら
れ
方

▼
　
藤
村
の
歩
み

「
破
戒
」
の
原
稿
を
も
っ
て
信
州
か
ら
東
京
へ

「
破
戒
」
好
評
を
博
し
、
そ
の
後
作
家
の
し
て
の
声
望
は
ど
ん
ど
ん
上
が
る

し
か
し
一
方
の
私
生
活
で
は
、
相
次
い
で
三
人
の
娘
と
妻
を
亡
く
す

　
　
　
　

藤
村
伝
説

「
三
児
の
死
は
藤
村
に
と
っ
て
、
『
破
戒
』
完
成
の
た
め
の
〈
犠
牲
〉
、
み
ず
か
ら
の
芸
術
に
捧
げ
た

い
け
に
え
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
」
（
三
好
行
雄
「
解
説
」
『
藤
村
全
集
』
第
三
巻
）

▼
　
ど
の
よ
う
に
し
て
〈
伝
説
〉
は
つ
く
ら
れ
る
か
。

　

周
囲
の
評
価
・
回
想
　
　
　
＋
　
　
　

自
身
の
作
品
・
回
想

周
囲
の
評
価
・
回
想

【
資
料

】

水
野
葉
舟
『
明
治
文
学
の
潮
流
』
紀
元
社
、
一
九
四
四
年
九
月

【
資
料

】

山
崎
斌
『
藤
村
の
歩
め
る
道
』
第
二
書
房
、
一
九
四
八
年
六
月
、
初
刊
一
九
二
四
年

【
資
料

】

伊
藤
整
『
日
本
文
壇
史
９
』
講
談
社
、
一
九
九
六
年
四
月
、
初
出
『
群
像
』
一
九
五
八
年
九
月

自
身
の
作
品
・
回
想

小
説
「
芽
生
」
（
一
九
〇
九
）
、
回
想
「
三
つ
の
長
篇
を
書
い
た
当
時
の
こ
と
」
（
一
九
二
七
）
、
小
説
「
突
貫
」

・

「
突
貫
」
と
い
う
作
品

▼
　
作
品
に
つ
い
て

「
突
貫
」

『
太
陽
』
一
九
一
三
年
一
月
発
表
。
そ
の
後
第
四
短
篇
集
『
微
風
』

新
潮
社
、
一
九
一
三
年
四
月
）
収
録
。



▼
　
先
行
研
究

■
引
用

■

瀬
沼
茂
樹
『
評
伝
　
島
崎
藤
村
』
（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
一
年
一
〇
月
、

頁
）

「
「
突
貫
」
も
「
岩
石
の
間
」
に
つ
づ
く
時
期
の
『
家
』
の
一
部
を
と
り
あ
げ
、
日
露
戦
争
の
不
安
の
な
か
に
、『
破
戒
』
を
書
い
て
、
新

し
い
作
家
生
活
に
突
貫
し
て
行
く
気
分
を
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
ス
タ
イ
ル
で
描
い
た
。
」

■
引
用

■

三
好
行
雄
「
解
説
」
（
『
島
崎
藤
村
全
集
』
第
五
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
一
年
五
月
）

「
「
突
貫
」
は
形
式
的
に
も
新
し
い
工
夫
を
試
み
た
異
色
作
で
、
二
行
の
空
白
を
お
い
た
書
き
だ
し
は
〈
私
は
今
、
あ
る
試
み
を
思
ひ
立

つ
て
居
る
。
…
…
け
れ
ど
も
斯
の
こ
と
は
未
だ
誰
に
も
言
は
ず
に
あ
る
。
〉
と
い
う
現
在
形
で
は
じ
ま
る
。
冒
頭
の
書
か
れ
ざ
る
二
行
は

収
束
部
の
そ
れ
と
呼
応
し
て
、
体
験
を
切
り
と
っ
た
過
去
の
時
間
か
ら
、　完
、　了
、　し
、　た
、　過
、　去
と
し
て
の
完
結
性
を
薄
め
、
い
わ
ば
消
え
て
ゆ

く
記
憶
の
な
か
か
ら
あ
た
か
も
強
い
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
て
よ
み
が
え
っ
た
時
間
と
い
っ
た
ふ
う
な
効
果
を
添
え
る
。
光
源
は
現
在

に
あ
る
。
、『
破
戒
』
の
制
作
と
刊
行
の
た
め
に
背
水
の
陣
を
敷
い
た
か
つ
て
の
危
機
的
な
時
間
を
想
起
し
な
が
ら
、
藤
村
は
過
去
を
過

去
と
し
て
描
く
の
で
は
な
く
、
あ
え
て
過
去
の
内
部
に
身
を
お
い
て
、
そ
れ
を
ひ
と
つ
の
現
在
と
し
て
生
き
よ
う
と
し
た
。
そ
の
こ
と

に
よ
っ
て
『
破
戒
』
の
正
否
を
賭
け
た
志
賀
へ
の
旅
は
、
そ
れ
を
書
く
藤
村
の
心
情
と
ぴ
っ
た
り
重
ね
ら
れ
る
。〈
前
へ
、
前
へ
と
辿
つ

て
行
つ
た
…
…
前
へ
…
…
前
へ
…
…
〉
と
い
う
突
貫
の
姿
勢
―
―
後
年
の
回
想
（
「
『
苗
代
集
』
附
記
」
、
「
定
本
版
藤
村
文
庫
第
六
篇
所

収
）
で
い
え
ば
、〈
（
埋
も
れ
て
ゆ
く
）
境
涯
を
突
き
破
ら
う
と
す
る
も
の
ゝ
消
息
〉
が
、
あ
ら
た
な
危
機
に
た
ち
む
か
う
作
者
の
現
在

に
ま
で
回
帰
す
る
の
で
あ
る
。
自
伝
性
の
濃
化
自
体
を
〈
内
的
危
機
の
切
迫
し
た
と
き
の
証
拠
〉
（
亀
井
勝
一
郎
）
と
見
る
説
も
あ
る

が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
危
機
を
超
え
る
新
生
の
方
向
を
文
学
的
出
発
機
の
初
心
に
さ
ぐ
ろ
う
と
し
た
モ
チ
ー
フ
は
鮮
明
で
あ
る
。
」

　

　
ど
ん
な
「
過
去
」
を
選
び
、
描
い
て
い
る
の
か
、
が
問
わ
れ
て
い
な
い

「
突
貫
」
論

・

「
突
貫
」
を
考
え
る
ポ
イ
ン
ト

ほ
ぼ
藤
村
伝
説
に
沿
う
物
語

周
囲
の
戦
争
（
日
露
戦
争
）
と
自
分
の
戦
争
（
文
学
の
創
作
＝
「
し

ご

と

事
業
」
）
と
の
並
列
と
照
応
。

「
名
の
つ
け
や
う
の
無
い
恐
怖
」

「
突
貫
」
整
理

あ
る
試
み
（
「
破
戒
」
執
筆
）
を
思
い
立
っ
て
い
る
／
「
旧
主
人
」
の
発
売
禁
止
と
モ
デ
ル
へ
の
恐
怖
（
「
藁
草
履
」
も
）
／

塾
か
ら
見
え
る
戦
争
の
風
景
／
知
人
の
出
征
の
暇
乞
い
／
部
屋
に
て
千
曲
河
畔
の
情
景
を
想
起
－
外
は
戦
争
／
函
館
へ
行

く
決
心
／
小
諸
出
発
／
東
京
着
／
青
森
着
／
函
館
着
／
小
諸
で
塾
を
辞
め
る
噂
が
伝
わ
る
／
戦
争
も
落
ち
着
く
。
体
操
教

師
の
応
集
／
外
の
祝
勝
会
と
部
屋
で
の
創
作
／
一
年
経
つ
。
さ
ら
に
資
金
が
必
要
／
志
賀
の
友
達
へ
相
談
／
雪
中
の
行
軍

・
基
本
的
に
は
「
破
戒
」
出
版
の
系
列
の
記
憶
の
み

・
過
去
の
作
品
は
、
数
あ
る
う
ち
「
藁
草
履
」
「
旧
主
人
」
し
か
言
及
さ
れ
な
い

・
し
か
も
そ
の
記
憶
は
、
「
名
の
つ
け
や
う
の
無
い
恐
怖
」
と
旧
師
に
背
い
た
記
憶



・

「
名
の
つ
け
や
う
の
無
い
恐
怖
」
と
〈
伝
説
〉
の
中
の
亀
裂

　

分
析

作
品
の
論
理
構
成
か
ら
考
え
る

（
１
）「
旧
主
人
」
「
藁
草
履
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
〈
写
す
（
＝
表
層
）
〉

／
〈
精
髄
（
＝
深
層
）

〉

に
振
り
分
け
て
み
る

（
２
）「
旧
主
人
」
「
藁
草
履
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
書
く
・
話
す
／
読
む
・
聞
く

に
振
り
分
け
て
み
る

「
私
は
無
い
も
の
を
有
る
や
う
に
見
せ
る
手
品
師
で
は
無
い
。
」

「
先
生
は
私
に
向
つ
て
何
事
も
言
は
な
い
。
け
れ
ど
も
私
は
そ
れ
を
読
む
こ
と
が
出
来
る
。
」

「
私
の
始
め
た
こ
と
は
旧
師
に
ま
で
背
く
や
う
な
結
果
を
持
ち
来
し
た
。
そ
の
意
味
か
ら
言
つ
て
も
、〔…
〕
去
り
た
い
と
思
ふ
。」

「
突
貫
」
は
、
伝
説
を
形
成
し
た
作
品
の
一
つ
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
に
亀
裂
を
入
れ
て
し
ま
う
作
品
で
も
あ
る
。

・

小
説
―
―
こ
の
「
不
思
議
な
性
質
」

◇
「
斯
の
真
昼
間
、
私
達
の
鼻
の
先
で
行
は
れ
た
こ
と
を
写
し
て
、
ど
う
し
て
そ
れ
で
斯
う
自
分
の
気
が
咎
め
る
だ
ら
う
。
」

◇
「
実
際
私
の
始
め
た
こ
と
は
斯
う
い
ふ
不
思
議
な
性
質
の
も
の
だ
。
」

　

　
小
さ
な
共
同
体
内
で
の
噂
話
と
、
小
説
と
は
何
が
違
う
の
か
？

公
共
性
、
リ
ア
リ
テ
ィ
、
転
形

■
引
用

■

ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
『
人
間
の
条
件
』
（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
四
年
一
〇
月
、
原
著
初
版
一
九
五
八
年
）

「
第
一
に
そ
れ
は
、
公
に
現
わ
れ
る
も
の
は
す
べ
て
、
万
人
に
よ
っ
て
見
ら
れ
、
聞
か
れ
、
可
能
な
限
り
最
も
広
く
公
示
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス

現
わ
れ
が
リ
ア
リ
テ
ィ
を
形
成
す
る
。
〔
…
〕
見
ら
れ
、
聞
か
れ
る
も
の
か

ら
生
ま
れ
る
リ
ア
リ
テ
ィ
に
く
ら
べ
る
と
、
内
奥
の
生
活
の
最
も
大
き
な
力
、
た
と
え
ば
、
魂
の
情
熱
、
精
神
の
思
想
、
感
覚
の

喜
び
の
よ
う
な
も
の
で
さ
え
、
そ
れ
ら
が
、
い
わ
ば
公
的
な
現
わ
れ
に
適
合
す
る
よ
う
に
一
つ
の
形
に
転
形
さ
れ
、
デ
プ
リ
ヴ
ァ
タ
イ
ズ

非
私
人
化
さ

れ
、
デ
イ
ン
デ
ィ
ビ
デ
ュ
ア
ラ
イ
ズ

非
個
人
化
さ
れ
な
い
限
り
は
、
不
確
か
で
、
影
の
よ
う
な
類
の
存
在
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
転
形
の
う
ち
で
最
も
一
般

的
な
も
の
は
、
個
人
的
経
験
を
物
語
と
し
て
語
る
際
に
起
こ
る
。
」
（

）

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
近
代
小
説
１
　
出
版
と
流
通

著
作
権
意
識
の
高
ま
り
、
「
自
費
出
版
」
の
先
駆
け
と
し
て
の
藤
村

執
筆
、
出
版
、
流
通
、
享
受
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
に
、
当
時
最
も
自
覚
的
だ
っ
た
作
家

【
資
料

】

藤
村
「
著
作
と
出
版
」（
『
読
売
新
聞
』
一
九
二
五
年
五
月
二
五
日
）

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
近
代
小
説
２
　
滞
留
、
蓄
積

○
「
も

う

最
早
あ
の
話
を
読
ん
だ
人
も
忘
れ
る
頃
だ
。
」

　
　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
か
ら
だ
身
を
す
く縮
め
ず
に
其
番
小
屋
の
側
を
通
れ
な
か
つ
た
。
」

実
際
そ
う
だ
っ
た
と
い
う
経
験
を
語
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
「
水
彩
画
家
」
に
ま
つ
わ
る
モ
デ
ル
問
題

の
、　タ
、　イ
、　ム
、　ラ
、　グ
を
経
験
し
て
い
る
藤
村
が
書
い
て
い
る
こ
と
に
注
意
。

小
説
は
、
出
版
の
形
態
を
変
え
何
度
も
刊
行
さ
れ
う
る
。
し
か
も
、
モ
ノ
と
し
て
長
く
存
続
す
る
。

★
次
回
「
新
生
」
　
―
―

・
藤
村
が
「
突
貫
」
を
描
き
、
藻
掻
き
な
が
ら
前
進
し
よ
う
と
し
た
困
難
と
は
？

・
藤
村
の
モ
デ
ル
小
説
中
最
大
の
被
害
者
こ
ま
子
は
、
ど
う
描
か
れ
た
の
か
？


